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特集 1 災害医療と被害管理

2.災害と薬剤師
～被災病院の立場から：災害現場での

薬剤師の役割～

佐藤秀昭＊

大地震が引き起こした巨大津波により，沿岸部の多く医療機関は機能不全に陥リ，医療

支援活動に大きな支障をきたした。本稿では被災した石巻市立病院での薬剤師の医療活動

への取り組みについて記載する。

チーム医療により医療の効率性を向上させ，医療従事者の負担の軽減と医療安全の確保

を図った。薬剤師は，患者情報による処方提案，調剤支援，支援医薬品の有効活用などの

業務を担い，これからの検討課題を浮き彫りにした。

震災を振り返り，薬剤師はどのような状況においても医療チームの一員として責任ある

役割を果たすことの大切さを実感した。
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1 .はじめに

大地震が引き起こした巨大津波により，沿岸部

の多くの医療機関は機能不全に陥った。（表 1）。

石巻市立病院（以下 当院）は 3月 11日の震災

当日より 1階は冠水し， CT(computed tomogra-

phy) , MRI (magnetic resonance imaging），内

視鏡装置，血管造影機器等の高額機器は壊滅的な

被害を受けた。さらに道路も寸断し，ライフライ

ンが止まるなどの甚大な被害を受け，震災から孤

立無援の3日聞を過ごした。この期間，当院は医

師を中心に職種に関係なく 全職員が一丸となり

入院患者の診療と 避難してきた高齢者の方々の

介護に従事した。このような現況で，当院は急性

期医療の継続は困難と判断し 他の医療機関へ赴

き医療支援の一翼を担うことにした。すなわち，

各職員は，震災の拠点病院である石巻日赤病院，

市立牡鹿病院，市庁舎などの避難所での医療支援

を行った I)ヘ

本稿では，この震災により被災した当院薬剤師

の医療活動への取り組みについて記載する。

2.医療支援

今回の震災では 医療の効率性を向上させるこ

とにより医療従事者の負担の軽減と医療安全の確

保を図った。すなわち チーム医療（医療に従事

する多種多様なスタッフがおのおのの高い専門性

を前提に，目的と情報を共有し，業務を分担しつ

つも，お互いに連携・補完し合い，患者の状況に

的確に対応した医療の提供）による医療活動を

行った。

1)処方提案

震災から時間の経過に伴い 当院を受診してい

る患者からの医療相談への対応が緊急課題にな

り，石巻市庁舎に当院の医療相談コーナーを設置

した。

患者からの総相談件数は 598件（3月 17日～

4月6日），主な相談内容は処方などの薬に関す

＊石巻市立病院薬剤部門長／石巻市立病院仮診療所（さとう・ひであき）
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図1 石巻市庁舎に開設した医療相談コーナーにおける患者相談件数の推移とその内容

総相談件数は 598件（3月 17日～4月6日），相談内容は，他施設受診の紹介状の依頼などが44%,

処方などの薬に関することが 52% がん化学療法が6%であった． （筆者作成）
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図2 避難所（医療相談コーナー）における処方支援（処方提案）
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処方提案は，石巻市立病院の診療カード所持の有無，受診歴の有無を確認し，「有jなら院内の

処方データから前回処方を検索し 「無Jなら患者が持参してきた「お薬手帳Jや持参薬の確認か

らの処方を提案した．仮処方せんは 患者背景を考慮し院外処方せんとした． （筆者作成）

91

95



92

96



73 医薬~帝MタヲLVol. 48, No. 2, 2012/p.651 

2.災害と薬剤師～被災病院の立場から：災害現場での薬剤師の役割～．一一

｜瞳支援医薬品 ロ消費医薬品（7月までの消費量）｜
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支援医薬品の利用

支援医薬品は，医薬品リストの作成，薬効分類ごとの仕分け，品質のチェックなどに多くの手間がか

かり，さらに施錠できる適正な保管場所が必要であったことから，効率的な利用が困難であった．

ARB：アンジオテンシンE受容体措抗薬， Ca：カルシウム

図4

（筆者作成）

支援医薬品の受け入れについての主な検討課題

施設の診療科などの特徴を考慮し，寄付側と

協議し効果的な支援医薬品の受け入れを図る．

表2
支援医薬品の管理3. 

（筆者作成）

が図られると考える。

さらに，これらの役割を担う専任の薬剤師の確

保も重要である。

－薬効ごとに仕分けされ，送られてきたか

－送付前，事前打ち合わせし送られてきたか

－仕分け専任のための薬剤師の確保が可能かどうか

．適切なタイミングで支援物質が提供されたか

－紙媒体，電子媒体で支援物質のリストが添付され

てきたか

－保管場所のスペースが確保できるか

－保管場所の施錠の有無など適正管理ができるか

．支援物質の使用期限の確認

－先発品と後発品の混在

－使用頻度の高い規格が送られてきたか

医薬品は，ガソリンの不足，幹線道路の土砂崩

れ，水没などにより物流が滞り，さらに津波で卸

業者の倉庫が水に浸かるなどの被害を受け，供給

不足が起きた。しかし 震災の被害を受けなかっ

た卸業者が2社あり 道路の整備が進むに従い3

週後には医薬品の円滑な供給が可能になった。こ

の期間，投与日数の短縮と支援医薬品で供給不足

を補った。

しかし，支援医薬品の活用には，医薬品リスト

の作成，薬効分類ごとの仕分け，品質のチェック

などに多くの手聞がかかり さらに施錠できる適

正な保管場所が必要であったことから，支援医薬

品の効率の良い運用はできなかった。（図4）。

このことから支援医薬品の受け入れについて

は3 多くの課題が浮き彫りになり（表2），その課

題をクリアすることにより支援医薬品の有効活用

93

97



74 医薬~.，，.－：タヲL

一一圃特集1・災害医療と被害管理

4.おわりに

震災を振り返り言えることは，薬剤師はどんな

状況においても医療チームの一員として責任ある

役割を果たすということだ。当然，この責任ある

役割は明確に決まっているわけではない。現場の

状況と医師・看護師・患者等とのコミュニケーショ

ンにより，意思の疎通，信頼関係を構築し，目的

と情報を共有し，各人の能力に見合う責任ある役

割を担うことである。そのためにも，震災など不

測の事態に備え 患者の生命に関わる処方データ

や画像データなどの患者情報を保存・管理するコ

ンビュータ（サーバー）の設置が これから重要で

ある。
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